
今回からしばらくの間、世界
の建設需要と比較しながらわが
国の建設投資について論じてい
くことにする。最初に、わが国
の建設投資は世界的にみて多い
のかどうかを考察してみたい。
10 年ぐらい前まではわが国

の建設投資は海外と比較して多
いという話をよく聞いたが、最
近はそういう声を聞かなくなっ
た気がする。実際にはどうなの
か。建設投資を論じる際には
「建設投資額」などお金の指標
を用いることが多いが、ここで
は建設した構造物量を指標とし
て、さらにその構造物量の指標
としてセメント消費量を用いて
論じることにする。要するにこ
れまでとまったく同じ方法であ
るが。
そこで早速、世界平均とわが

国のそれぞれの一人当たりセメ
ント消費量の推移を示す（図-1）。
戦争による中断はあるものの、
こういった統計が 20 世紀初頭
から整備されていることにまず
は驚くべきだと思うが、もっと

驚くべきことに、わが国の一人
当たりセメント消費量は第二次
世界大戦以前から世界平均より
も多かったようにみえる。
とはいえ、戦前は一人当たり

の消費量が接近していて判然と
しない。そこでグラフの縦軸を
対数目盛りにしてみる（図-2）。
すると、第二次世界大戦前の、
世界におけるわが国の意外な地
位が見えてくる。もちろん、建
設ひいてはセメント消費量につ
いてではあるが、1920（大正 9）
年にはすでに世界平均を超え、
統計のある 1938（昭和 13）年ま
でその差は拡がりこそすれ、縮

小はしていないという事実に驚
く。
通常、「日本の経済成長」は

1945（昭和 20）年以降でしかと
らえられないことが多い。しか
し、わが国の一人当たりセメン
ト消費量を戦前から通して見て
いくと、戦後の急成長の前半
（1955 年頃まで）は戦争による
ダメージからの回復であったと
見なすほうが自然である。この
点については文献 1）を参考に
した。
そこで、建設需要におけるわ

が国の地位の変遷をわかりやす
く表示するため、わが国の一人
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図-1 わが国と世界平均の一人当たりセメント消費量の推移
図-1 （1913、1920 ～ 1938、1947 ～ 2004 年：日本のみ

2005 年まで表示）

図-2 わが国と世界平均の一人当たりセメント消費量の推移
【対数表示】（1913、1920 ～ 1938、1947 ～ 2004 年：
日本のみ 2005 年まで表示）
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当たりセメント消費量と世界平
均のそれの比率の推移を求めた
（図-3）。戦前の最盛期、1934
（昭和 9）年には 2 倍を超えてい
たことが一目瞭然である。戦後
は 1951（昭和 26）年に 1 倍を超
えるまでに回復し、1973（昭和
48）年には 4 倍近く、3.8 倍にま
で達した。この年がピークであ
った。10 年前の 1997（平成 8）
年でも 2 倍を超えていたのであ
るから、やはりわが国は「建設
投資の多い国」であったという
ことになろう。
一方、ピーク以後はバブル期

を除いてひたすら降下、という

よりはむしろ「普通の国」に向
けてまっしぐらといった感じだ
ろうか。両方の統計の揃ってい
る最新の 2004 年では日本が
454 kg/人、世界平均が 335
kg/人であるから比率は 1.36 倍
である。このグラフ（図-3）をそ
のまま下に伸ばすと 2006 年に
1 倍を切っていそうである。遅
くとも今年、2007 年にはそう
なるであろう。世界中のセメン
ト消費の統計データが揃うまで
には 2 年ぐらい必要であるため
に断定はできないが、その可能
性は高いと思う。
ここで見方を変えて、わが国

全体の消費量が世界に占める割
合はどうか。その推移を求めて
みた（図-4）。ピークの 1973（昭
和 48）年には 10.9 ％。世界の建
設投資の 1 割以上が日本で行わ
れたとことになる。凄まじかっ
たの一言に尽きる。それが
2004 年には 2.7 ％である。2007
年は、世界の建設に占めるわが
国の地位は 2 ％程度ということ
になるのだろうか。この値は戦
前の 1920 年代すらを大きく下
回っている。
建設投資に関して、今年はわ

が国が「世界の中の普通の国」
になった年として記憶されるこ
とになるのだろうか。いやいや、
決して質的にはそんなことはな
いはずであるが、証明するには
どうすればよいのだろうか。
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図-3 わが国の一人当たりセメント消費量の世界平均に対する
倍率の推移（1913、1920 ～ 1938、1947 ～ 2004 年）

図-4 世界全体に占めるわが国のセメント消費量の割合の推移
（1913、1920 ～ 1938、1947 ～ 2004 年）

（キャラクター＆外枠デザイン：宇野洋志城）
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